
事 業 名 事 業 内 容
事業費（決算額）

(千円)
宿泊税充当額
（千円）

担 当 課

なだれ・山岳事故防止対策事業
ニセコアンヌプリ地区のスキー場コース外での雪崩れ事故を抑止し、冬季のニセコエリア
最大の魅力となっているバックカントリーを安心して楽しむことができる『ニセコルール』の
恒久的な維持と雪崩れ情報を発信する人材の育成を行っている。

1,224 438 観光課

ニセコ山系管理保全事業
ニセコ山系自治体と連携して、ニセコ連峰の環境保全や広域パンフレット作成し、登山者
の安全を確保するとともに、ニセコ山系の観光ＰＲ活動を行っている。 162 58 観光課

外国人患者通訳事業
観光客であっても安心して医療を受けられる体制を確保するため、冬季間、町内の総合病
院に外国語通訳を設置する経費の一部を補助している。 774 277 福祉医療課

山田地区住居表示検討事業
新規の宿泊施設が建設され、複雑化した字山田地区に住所表示を行い、観光客の救急
時に速やかに救急車が到着できるようにすることで、安全・安心なリゾート地としての救急
救命体制整備を行うためのもの。

2,585 924 まちづくり新幹線課

倶知安町観光・防災WiFiステーション事業 観光客が観光・防災情報を取得するためのFreeWiFiの維持管理を行っている。 2,197 786 総務課危機管理室

「バスに乗ろう」発行事業
ひらふエリアと市街地を結ぶ路線バス及び季節臨時便をひとつにまとめた時刻表を夏季・
冬季で発行し配布している。 264 94 総合政策課

ひらふ第一駐車場安全対策事業
老朽化と狭隘化が課題となっているひらふ第一駐車場について、再整備事業が終了する
までの間、利用者の安全を確保するため、冬季間、車両と歩行者を誘導する立しょう員を
配置している。

5,457 1,952 観光課

観光パンフレット・観光ポスター作成事業 観光パンフレットを作成し、観光ＰＲ、観光客誘客を図っている。 1,045 374 観光課

地域ＤＭＯ支援事業
本町における観光の旗振り役を担う地域ＤＭＯ（倶知安観光協会）と連携して、各種観光
振興事業を行っているほか、ＤＭＯの組織体制強化を図っている。 49,964 17,868 観光課

実践英語研修事業
本町の観光関連事業者の従業員を対象として、実践的な英会話講習を実施して、観光ホ
スピタリティの向上を図っている。 1,265 452 社会教育課

観光客農地立入禁止看板設置事業
近年、国内外の観光客が写真撮影等で圃場に進入することがあるため、そのような行為
による農業被害を防止し、本町の魅力の一つである美しい田園風景を維持するため、圃
場立入禁止を喚起する看板を作成して、配布している。

569 204 農林課

景観づくり制度構築事業
国際リゾート地としての持続的な発展を目指すための、質の高い開発の誘導と新幹線・高
速道路の開業を見据えたまちづくりを進めるために、町が自ら責任を持ち主体性を持った
景観形成を図ることを目的として景観計画を検討している。

12,375 3,281 まちづくり新幹線課

新幹線駅舎デザイン検討業務
北海道新幹線・倶知安駅舎について、本町の景観に配慮するとともに、ニセコエリアを訪
れる観光客のランドマークとなるような駅舎デザインコンセプトの検討を行っている。 7,535 2,695 まちづくり新幹線課

観光課

住民環境課

総務課危機管理室

588

【総充当額】　52,491千円　※基金積立分を含む

羊蹄山登山者の安全を確保するための避難小屋開設や羊蹄山・半月湖の環境保護、施
設の維持管理事業を行っている。

災害により被災、緊急避難した観光客のための防災備蓄物品の整備を行っている。

冬季間、ニセコエリアの防犯拠点となるニセコひらふ安全センター（ニセコひらふ臨時交
番）を開設し、観光客にとって安全・安心なリゾートを形成している。

1,831

2,107

140

655

754

50

4,018

観光課

ひらふ地区ロードヒーティング事業 建設課

世界有数の山岳リゾート地を目指すべく、本町の観光施設の適正な維持管理を行い、観
光客の受入環境を整える。

冬季間、ひらふ坂の歩道及び町道の一部分でロードヒーティングを行い、観光客や歩行者
の通行と送迎車等の走行の安全の確保を図っている。

10,747

12,427

3,843

4,444

リゾートタウンとしての魅力の向上

観光課

観光施設維持管理事業

11,237

1,643

“観光インフラ”の整備

ニセコエリア観光客受入体制整備事業

ニセコエリアの広域観光を推進するため、ニセコ観光圏を構成する倶知安町・ニセコ町・蘭
越町が連携して、マーケティング調査の実施やスタッフ育成のため研修会を開催してい
る。また、地域連携DMOが進めているＡＩを活用した案内機能導入や観光客の活用機会が
大きいリゾートマップの作成を補助している。

本町の観光客集客のために実施する各種イベントに対して支援を行っている。集客観光イベント支援事業

持続可能な観光地づくり

新幹線を意識したまちづくり

総合政策課・建設課

“観光インフラ”の整備

サイクルツーリズム推進事業

安全・安心なリゾート形成

観光客用防災備蓄物品整備事業

ニセコひらふ安全センター運営事業

倶知安町の新たな夏季観光コンテンツに成長した「サイクルツーリズム」を推進し、日本を
代表するサイクリングエリアを目指す。なお、令和２年度に予定されていたツールド北海道
は新型コロナウイルス感染症により延期となっている。

ニセコ・羊蹄山の環境保全
羊蹄山管理保全事業 観光課1,490 533

令和２年度 宿泊税を財源とした事業一覧

施 策 個 別 施 策

リゾート地としての質の向上
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【総充当額】　52,491千円　※基金積立分を含む令和２年度 宿泊税を財源とした事業一覧

施 策 個 別 施 策

宿泊税啓発資材制作業務 本町の宿泊税制度を広く納税者に周知するため、各種啓発資材を制作する。 43 15 総合政策課

宿泊税特別徴収義務者徴収奨励金
前年度の徴収額実績や納付状況に応じて、特別徴収義務者に徴収奨励金を交付してい
る。 5,110 5,110 税務課

倶知安町宿泊税基金 ひらふ第一駐車場再整備、新幹線駅前賑わい拠点づくりのための基金の積み立て。 0 0 総務課

合 計 135,271 52,491

3,080

宿泊税の啓発徴収に係る経費等

宿泊税徴収事務事業 税務課
宿泊税を適正に徴収、納付管理を行うため、徴収管理システムなど事務事業費に充てて
いる。 3,080

 


